
見える化共通入力フォーマット
Ver2.4の改良点

この資料は「公共交通利用促進ネットワーク」が作成
２０２０年５月２６日現在

以前に作成した見える化共通入力フォーマットのデータの取り込む機能を使用すれば、
最新バージョンに移行することができます。

見える化運賃ファイルは、従来のバージョンのファイルをそのまま使用できます。

１）GTFS-JPデータ出力形式の追加
「従来のGTFS-JP」の形式では、Googleの審査が通らない事例がありました。
経路(route)を、系統ごとではなく、系統を束ねた「系統統合形式」の出力ボタンを追加しました。

２）シート名の変更 「02自治体」シート→「02基本情報」シート

３）シート名の変更 「03事業者」シート→「03営業所」シート

４）「04系統シート」に項目追加



１）GTFS-JPデータ出力形式の追加
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新たな出力形式「系統統合形式」を追加しました

Google Mapsで公開前の審査において、以下のように指摘を受けることがあります
単一経路（route）を複数の経路として分けて定義いただいた際に検出となるエラーでございます。

単一経路における上下線や、旅程により停車する停留所が変わるなどといった際には、route_id や route name などの route.txt 
で分けずに、trip_id などの trip.txt 内の定義にて区別いただく必要がございます。

「系統統合形式」は 上下線や経路の違いにより route.txtでわけない方法で出力するようにしました。

※04系統シート、路線シートの入力は、従来どおり 系統単位で運行系統idを付番する方法にて入力し
てください。

新たな出力
形式を追加

従来の形式で出力
する場合はこちら



参考資料
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「従来形式のGTFS-JP」と「系統統合形式GTFS-JP」の違い

運行系統ID 101001
運行系統ID 102001
運行系統ID 101002
運行系統ID 102002
運行系統ID 102003

市役所 駅前 住宅前

東西線

「従来形式のGTFS-JP」

運行系統IDごとに経路データ(route)を作成

route 101001 東西線
route 102001 東西線
route 101002 東西線
route 102002 東西線
route 102003 東西線

「系統統合形式GTFS-JP」

途中止まり、経路違い、往路・復路を区別せず
路線番号10として経路データ(route)を作成
route 10 東西線

路線番号10

経路違いごとに「検索結果に表示したい名称」を変
えた場合は、 「検索結果に表示したい名称」ごとに
データを作成

route 10 東西線
route 10B 東西線（直行）

Q)どちらの形式を使用すればよいですか？
A)基本的には「系統統合形式GTFS-JP」を使用すればOKです。
バスロケーションシステム、デジタルサイネージなどの連携される場合は、メーカーへお尋ねください。



２）シート名の変更（１） 02基本情報
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Ver2.3までの「02自治体」シートは 「02基本情報」シートに変更となりました。

従来の項目に加え、「運賃情報URL」「提供組織名」「提供組織URL」項目を追加。
事業者・自治体がデータ作成する場合は、「事業者・自治体名」と同じでよいです。



３）シート名の変更（２） 03営業所
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Ver2.3までの「03事業者」シートは 「03営業所」シートに変更となりました。

GTFSデータを作成するときは、このシートは入力を省略しても構いません。



４）「04系統シート」に項目追加
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「描画シェイプID」「路線番号」「往復」項目を追加。

「描画シェイプID」について
経路の描画データ（シェイプ）を作成する場合は、ここに作成した描画データのシェイプIDを記入しま
す。
系統ごとにシェイプを作成している場合は、運行系統IDを記入します。

「路線番号」「往復」について
「路線」シートの「系統セット」を行うと、この項目は自動的にセットされます。
また、以前に作成作成した見える化共通入力フォーマットを取り込んだ場合も自動的にセットされます。
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